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技術相談 

提供可能技術： 

・穴加工における精度向上に関する事項 

・セミドライ加工における実用化に関する事項 

・農工連携における省力化に関する事項 

 

研究内容： 深穴加工における精度向上に関する研究 

深穴加工の分野においても高精度な加工が要求されるようになってきているが，現状の加工技術ではかなり大きな

曲り誤差などが生じる場合がある． 

一方で，深穴加工においては工具が著しい制限を受けるために加工精度向上を目的とした研究数は少なく，高精度

な加工技術の確立が大幅に遅れているのが現状である．そこで BTA（Boring and Trepanning Association）方式工具を

用いた深穴加工における精度向上を目的とし，現在までに全く実用化されていない深穴制御加工システムの開発を行

ってきている． 

図 1に提案した穴の曲り制御のための工具先端部の機構を，図 2に加工実験に用いた BTA方式加工装置を示す．

試作工具及び開発した曲がり制御システムを用いて加工実験を行った結果，加工途中で穴の曲り誤差を測定し，穴の

曲りを修正することができること示した．さらに，曲り制御システムを改良し，加工途中での真円度測定も同時に行える

システムを提案し，真円度向上への取り組みも行えるように改良している．現在，実用化への取り組みを推進している．

また，環境保全対策のためのセミドライ加工を深穴加工に適用するための新たな試みも進めており，基礎研究を実施

し，実用化へ向けての取り組みも開始している． 

 

 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

図 1曲り制御のための工具先端部機構                                         

 

 

図 2曲がり制御システムを組み込んだ BTA方式装置 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 


